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毎日アジアビジネスレポート　特集・タイのコーヒーを知る

「たかが１杯、されど１杯」のコーヒー。農業国として知られるタイだが、コーヒー生
産国としての認知度はまだ日本では高くない。しかし、麻薬の原料となるケシ栽培
を撲滅しようと、半世紀前にラーマ９世プミポン国王のアイディアで導入された北
部山岳地帯のアラビカ種コーヒーは、農家や支援団体の努力が実を結び、世界でも
評価される高品質のコーヒー豆にまで成長した。森林に優しい持続可能な農法で
製造されるタイ産アラビカコーヒー。栽培農家を支援する日本人や、タイ産コーヒー
豆を扱うこだわりのコーヒー店を取材した。　　　【毎日アジアビジネス研究所】

コーヒー生産の開発戦略を推進　日本での認知度アップと消費拡大めざす
――ソムサック・ヴィヴィットゲユーンウォン・タイ大使館公使参事官（農務担当）に聞く

　新たなコーヒー豆飲料「オーカー」　タイの産地との関わりきっかけに開発
――Ｓｉｇｎａｌ

　王室プロジェクトで始まったコーヒー栽培を支援　森の保全と農民の暮らし改善
――コーヒーハンター　José. 川島良彰さん

　「アカ族のお母さん」のコーヒー　思い引き継ぎ東京に出店
――アカアマ・コーヒー　山下夏沙さん

　生産地と心通わせ取引実現　全国展開の店舗網で販売し応援
――カルディコーヒーファーム

　タイの巨大カフェチェーンを日本で　震災復興願い福島県浜通りに開店
――カフェ・アメィゾン

特集：タイのコーヒーを知る

目　次
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記事の内容は取材時（2021年7～8月）のものです。

　農協に協力し専門家が支援　課題は質の安定と販路拡大　
――独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）

　コーヒー好き集う店で売れ筋キープ　コストパフォーマンスのよさ際立つ
――やなか珈琲
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コーヒー生産の開発戦略を推進

日本での認知度アップと消費拡大めざす

■タイの主要な農産品

――タイのコーヒーの生産、輸出の現状を教えてください。

ソムサック公使参事官　タイコーヒー茶協会の資料による

と、２０２０年のタイのコーヒー収穫面積は３万５７９０ヘ

クタールで、うちアラビカ種が１万４９８０ヘクタール、ロ

ブスタ種が２万８１０ヘクタールです。収穫量は２万２５０

５トンで、アラビカ種とロブスタ種の割合はほぼ１対１で

す。

アラビカ種はタイ北部で栽培されており、主要産地はチェ

ンライ県、チェンマイ県、メーホーソン県とナーン県。一方

でロブスタ種のほとんどは南部で栽培されており、主要産地

はチュンポン県とラノーン県です。

コーヒー豆の輸出は２０２０年、４６７トン（９２７０万

バーツ）、インスタントコーヒーは９３０１トン（７億８２

２２万バーツ）でした。主要な輸出先は米国、カナダ、カン

ボジア、日本です。

――タイのコーヒー栽培の歴史と、味の特徴は？

　公使参事官　コーヒーはタイの主要な農産物の一つです。

世界の生産量の８割を占めるアラビカ種は、タイでは１９５

０年ごろから栽培が始まりました。

　その後、ラーマ９世プミポン国王の「高地の山岳民族の農

民に、アヘン栽培に代わってアラビカコーヒーを栽培するこ

とを奨励し、それによって森林保護、自然森の保護、環境保

護、特に水源保護と持続可能な収入につなげる」というお言

葉がありました。北部で多く栽培されている理由は、地域の

性質と気候です。コーヒーの木は木陰に植えられます。落ち

タイ北部のアラビカ種コ

ーヒーは世界が認める品

質を実現し、山間部の生

産者の暮らしを一変させ

るまでに成長した。政府

の今後のコーヒー戦略や

日本での消費拡大策につ

いて、タイ王国大使館の

ソムサック・ヴィヴィッ

トゲユーンウォン公使参

事官（農務担当）に聞

いた。

葉が土壌によい肥料となり、豊かな生態系や環境を守ること

ができます。

　栽培地域は海抜１１００～１７００メートルで、一年を通

して涼しく、栽培から加工まで統合された生産が行われてい

ます。

タイのアラビカコーヒーはその品質と独特の味で有名にな

りました。香ばしくまろやかな味わい、少し酸っぱく、飲ん

でねっとりと感じること、カフェイン含有量が少ないことな

どです。

　もう一種のロブスタ種は、イスラム教徒のタイ人が発祥で

す。１９０４年、ディー・ムン氏がメッカ巡礼で訪れたサウ

ジアラビアからコーヒーの種を持ち帰り、ソンクラー県の自

宅に植えました。以後ロブスタ種はタイ南部で広く栽培され

ています。現在、ロブスタコーヒーはドリアン、パームなど

の他の作物と組み合わせて植えられています。

――北部でアラビカ種が栽培されるきっかけとなった「ロイヤル

プロジェクト」とは何ですか？　コーヒー栽培で山岳少数民族の

暮らしは変わりましたか。

　公使参事官　ラーマ９世プミポン国王は１９７４年、チェ

ンマイ県ドイインタノン山のバンノンロムを訪れ、アカ族、

リス族などの山岳民族の居住地域のアヘン畑の真ん中で成長

している何本かのコーヒーの木を見つけました。国王は、違

法な作物であるアヘンの代わりにコーヒー栽培を勧めること

を思いつきました。これが地域振興のためのロイヤルプロジ

ェクトの始まりです。同時に樹木を伐採をしない森林保護、

水源林としての保護の意味もあって始まったアラビカコーヒ

ー栽培ですが、現在ではアヘンの代替作物としての意味合い

から、より高品質のコーヒー農園に変貌を遂げました。山岳

民族の農民に現金収入をもたらし、持続可能でよりよい生活

環境をつくることに成功しました。

■持続可能な農業
――タイのコーヒーのＳＤＧｓとの関連について教えてくださ

い。

　公使参事官　タイ政府の農業・協同組合省は、ＳＤＧｓの

目標に沿った農業開発に取り組んでいます。コーヒーは水源

地や自然林で栽培する植物であり、持続可能な農業にとって

重要な作物です。ほかにもコーヒー栽培は雇用と収入の創

出、集落の発展にも役立ちます。集落の発展への住民参加を

タイのコーヒーを知る  大使館・ソムサック公使参事官インタビュー

ソムサック公使参事官
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促す、持続可能で環境を重視した職業訓練によって、ネット

ワークパートナーとの情報交換が図られています。タイコー

ヒー茶協会は、地域の町づくりにおける仲介役として、「コ

ーヒー栽培による森林保護、収入の創出、地域の生活の質の

向上、収入の持続可能性」というコンセプトの下で、環境面

で在来種の木の植樹を支援するとともに、地域に適した果物

の栽培を支援しています。アボカド、柿、マカデミアなど、

地域に適した生態系のバランスをとることにも役立ちます。

■日本での認知アップへ様々な作戦

――政府は、タイのコーヒー豆生産を今後どう支援していきます

か？

　公使参事官　タイ農業・協同組合省は２００９年からコー

ヒーに関する開発戦略を推進しています。開発の次の段階

は、環境にやさしい栽培の下、包括的管理、タイコーヒーの

アイデンティティの向上に焦点を当てます。政策として、川

上から川下までの各段階での持続可能なコーヒー生産を研究

開発する方針があります。例えば、品種、加工、イノベーシ

ョン、最新の管理システムなどです。ほかにも、川上から川

下まで、農場から消費者までの効率と生産基準、品質基準の

国際レベルへの引き上げ、タイコーヒーのアイデンティティ

をより広く認知してもらうためのＰＲ活動、生産農家と事業

者のネットワーク化、「マーケティングは生産につながる」

という方針の下での、雇用の創出と地域経済の活性化の推進

などです。

――日本ではまだ、タイ産アラビカ種コーヒーの認知度はそれほ

ど高くありません。どのようにして日本でタイ産コーヒーを広げて

いく方針ですか？　また日本のコーヒー業界、あるいは日本の消

費者にアピールしたい点があればあればお話しください。

　公使参事官　日本は世界でトップクラスのコーヒー消費国

です。タイ農業・協同組合省は、日本国内においてタイのコ

ーヒーについてよく知ってもらい、普及させていく目標を立

てています。今回の特集記事によって、タイ産コーヒーにつ

いての考え方、タイコーヒーの歴史、森林に配慮したコーヒ

ー栽培と森林保護、自然保護、特に人と生物の源としての水

源保護などを知ってもらいたいと思います。私たちは、日本

国内でタイコーヒーを販売している店を集めた『タイコーヒ

ーマップ』も作成しています。さらに、日本国内での消費拡

大のためのビジネスマッチングイベントも予定しています。

タイ産コーヒーを飲むことは、タイのコーヒーの独自性に

触れるだけではありません。それは森林保護、地域経済への

支援、環境の保護につながります。ＣＯＶＩＤ－１９はタイ

のコーヒー農家や事業者に深刻な影響を与えました。農家や

事業者を支援する目標もあります。タイコーヒー茶協会も、

ＰＲのためにタイのコーヒーのアイデンティティ、味を体験

するための試飲イベントを開催しています。また、農業ツー

リズムの形で地域社会の生活を体験する、コーヒー加工農園

を訪問するウォーキングツアーも開催しています。そのほ

か、タイ国内では様々な活動が行われています。

タイ産コーヒーの宣伝や、コーヒー農家と事業者の可能性

向上、市場拡大を目的に６月２２日、タイで農業・協同組合

省農業局と商務省の共催、国際コーヒー機関（ＩＣＯ）の協

賛で「タイコーヒーエクセレンス２０２１」が開催されまし

た。ロブスタ種、アラビカ種のコンテストで、大賞受賞者に

はシリントン王女杯が贈られました。

　　バンコクで６月２２日開かれた「タイコーヒーエクセレンス２０２１」の授賞式。

マナンヤー・タイセート農業・協同組合副大臣が出席し、大賞受賞者に

シリントン王女杯が贈られた＝タイ大使館提供
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た
。
地
区
は
同
じ
く
財
団

が
地
元
農
民
に
栽
培
を
推
奨
し
た
マ
カ
デ
ミ

ア
・
ナ
ッ
ツ
が
評
判
を
博
し
て
名
前
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
コ
ー
ヒ
ー
に

関
し
て
は
世
界
各
地
か
ら
情
報
を
集
め
て
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
す
も
の
の
、
な
か
な
か
生

産
が
伸
び
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
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価
格
で
は
な
く

品
質
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
で

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
後
、
川
島
さ
ん
は
数

カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
現
地
を
訪
れ
、
生

産
農
家
に
対
し
て
コ
ー
ヒ
ー
豆
生
産
の
第
一

歩
で
あ
る
苗
木
づ
く
り
か
ら
指
導
を
始
め

た
。
雨
期
に
日
射
量
が
減
る
現
地
の
天
候
に

合
わ
せ
て
、
日
照
を
確
保
す
る
た
め
に
枝
を

落
と
し
た
り
、
標
高
ご
と
に
試
験
畑
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
栽
培
種
を
見
極
め
る

な
ど
き
め
細
か
い
技
術
指
導
を
実
施
し
た
。

　
実
の
完
熟
を
待
っ
て
収
穫
す
る
こ
と
や
、

ム
ダ
の
な
い
乾
燥
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
指

導
。
コ
ー
ヒ
ー
は
苗
木
を
植
え
て
か
ら
３
～

４
年
ほ
ど
で
収
穫
が
可
能
に
な
る
。
２
０
１

８
年
に
は
ド
イ
ト
ゥ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
は
選
り

す
ぐ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
だ
け
を
扱
っ
て
い
る

自
身
の
会
社
「
ミ
カ
フ
ェ
ー
ト
」
で
単
独
で

製
品
化
で
き
る
ま
で
に
品
質
は
向
上
。
同
年

か
ら
は
日
本
と
タ
イ
を
結
ぶ
日
本
航
空
の
機

■ José. 川島良彰さん
中米エルサルバドル国立コーヒー研究所で栽培や精選を学んだ後、大手コ

ーヒー会社に入社し世界各地でコーヒー農園開発やコーヒーの種の保全、

コーヒー産業復活などに携わる。同社執行役員農事調査室長を経て退社

後、日本サステイナブルコーヒー協会設立。２００８年「ミカフェート」

社を設立し社長就任。メーファールアン財団アドバイザーのほか、日本航

空コーヒーディレクター、国際協力事業団（ＪＩＣＡ）コーヒー分野にか

かる課題別支援委員会委員長なども務める。

（写真右。左はメーファールアン財団のディスパナッダー・ディサクン氏）

内
で
提
供
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
に
も
、
ド
イ

ト
ゥ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
が
採
用
さ
れ
た
。

　
「
世
界
で
は
７０
カ
国
以
上
で
コ
ー
ヒ
ー
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
。
価
格
競
争
に
な
れ
ば
大

量
生
産
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
や
コ
ロ
ン
ビ

ア
に
か
な
わ
な
い
。
タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
品

質
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
で
、
独
自
の

市
場
を
築
い
て
い
く
べ
き
だ
」
と
川
島
さ
ん

は
指
摘
す
る
。

メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ア
ン
財
団
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
ケ
シ
栽
培
な
ど
で
丸
坊
主
と
な
っ

た
山
の
森
を
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
大
き
な

テ
ー
マ
も
あ
り
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
て
き

た
。「

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
農
業
で
住
民
の
生

活
を
改
善
す
る
と
い
う
財
団
の
リ
ー
ダ
ー
の

姿
勢
に
は
、
揺
る
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と

川
島
さ
ん
。
財
団
は
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
東
側

に
当
た
る
ナ
ー
ン
県
で
も
、
森
林
破
壊
に
つ

な
が
る
焼
き
畑
農
業
の
代
替
手
段
と
し
て

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
導
入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
お
り
、
川
島
さ
ん
も
苗
床
づ
く
り

な
ど
か
ら
協
力
し
て
い
る
。

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
途
上
国
の
生
産
者

と
先
進
国
の
消
費
者
が
対
等
の
立
場
で
貿
易

取
引
す
る
こ
と
）
と
は
い
う
が
、
消
費
者
が

『
お
い
し
い
か
ら
買
う
』
と
い
う
も
の
を
つ

く
ら
な
い
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
（
寄
付
）
に

な
っ
て
し
ま
い
関
係
は
続
か
な
い
。
お
い
し

い
と
評
価
さ
れ
、
購
入
し
て
も
ら
え
る
コ
ー

ヒ
ー
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
川

島
さ
ん
は
話
す
。

ミカフェートで販売されている

ドイトゥンコーヒー

＝ミカフェート提供
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北
部
の
主
要
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら

さ
ら
に
そ
の
北
に
あ
る
チ
ェ
ン
ラ
イ

へ
、
山
岳
部
を
抜
け
る
幹
線
道
路
の
国

道
１
１
８
号
線
。
そ
の
沿
線
に
あ
る

チ
ェ
ン
マ
イ
県
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
郡
の

テ
ー
プ
サ
デ
ッ
ト
行
政
区
は
、
山
あ
い

に
村
が
点
在
し
て
耕
作
地
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
て
は
タ
イ
国

内
で
も
最
も
貧
し
い
地
域
の
一
つ
と
さ

れ
て
き
た
。

２０
年
ほ
ど
前
か
ら
、
住
民
の
生
活
改

善
を
め
ざ
す
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
始

ま
っ
た
が
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
質
や
味
の

安
定
、
販
路
の
拡
大
な
ど
の
課
題
も
抱

え
る
。
日
本
の
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
２
０
１
９
年

６
月
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
、
現
地
の

農
協
に
協
力
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
専

水
洗
い
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
実
を
乾
燥
さ
せ
る

栽
培
農
家
の
男
性
＝
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
農
協
提
供

農
協
に
協
力
し
専
門
家
が
支
援

課
題
は
質
の
安
定
と
販
路
拡
大

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

門
家
を
派
遣
し
て
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
国
道
１
１
８
号
か
ら
山
間
部
へ

入
っ
た
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
郡
内
で
も
遠
隔

地
の
、
海
抜
９
０
０
～
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
急
斜
地
に
あ
る
村
々
だ
。

こ
の
地
域
を
総
称
す
る
「
パ
ー
・
ミ
ア

ン
」
と
い
う
地
名
は
「
お
茶
の
木
の

森
」
と
い
う
意
味
で
、
元
々
は
お
茶
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。
い
ま
で
も
多

く
の
お
茶
の
木
が
残
っ
て
い
て
、
農
家

は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
と
と
も
に
伝
統
的
な

お
茶
の
生
産
も
行
っ
て
い
る
。

地
元
の
農
家
が
栽
培
す
る
コ
ー
ヒ
ー

の
木
か
ら
収
穫
さ
れ
た
豆
は
農
家
自
身

が
、
果
実
を
む
い
て
水
洗
い
し
た
後
に

乾
燥
さ
せ
る
「
ウ
オ
ッ
シ
ュ
ド
」
の
手

法
で
精
製
し
て
い
る
。

タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

タ
イ
で
は
２
０
０
０
年
代
以
降
、
カ

フ
ェ
ブ
ー
ム
と
も
呼
べ
る
状
況
が
起

き
、
全
国
で
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む

カ
フ
ェ
が
数
多
く
開
店
し
て
い
る
。
地

域
で
生
産
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
地
元

農
協
や
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
主
に
国
内
の
流
通
ル
ー
ト
に
乗
る

ほ
か
、
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
店
へ
の
直
接
販

売
、
さ
ら
に
は
農
家
自
身
に
よ
る
直
接

販
売
も
行
わ
れ
て
い
る
。

品
質
向
上
へ
意
欲
高
ま
る

収
支
バ
ラ
ン
ス
確
認
も
必
要

現
地
で
販
路
拡
大
な
ど
を
含
め
、

コ
ー
ヒ
ー
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
開
発

支
援
を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門

家
、
岡
田
昌
浩
さ
ん
に
よ
る
と
、
地
区

で
は
栽
培
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
栽
培
、
加
工
に
作
業
員
を
雇
い
収

穫
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
自
前
の

焙
煎
機
や
抽
出
機
器
ま
で
持
つ
農
家
が

出
て
き
た
一
方
で
、
小
規
模
な
農
家
で

は
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
り
、
現
在
、
農
家
の
収
支
分

析
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
中
だ
。
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ま
た
、
タ
イ
国
内
で
は
「
タ
イ
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ヒ
ー
協
会
」
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｈ
）
な
ど
の
カ
ッ
ピ
ン
グ
競
技
会
（
定
め
ら

れ
た
方
法
で
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
評
価
す
る
品

評
会
）
で
高
い
評
価
を
得
た
豆
が
高
値
で
取

引
さ
れ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
専
門
家
の
立
場
か

ら
、
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
産
コ
ー
ヒ
ー
の
品
質
・

加
工
技
術
向
上
に
関
し
て
助
言
を
行
う
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
倉
持
晋
作
さ
ん
は
、
「
中
南
米

や
ア
フ
リ
カ
の
高
地
で
生
産
さ
れ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
は
良
質
な
酸
味
を
高

く
評
価
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
ド
イ
サ

ケ
ッ
ト
産
は
や
や
深
煎
り
に
適
し
酸
味
と
甘

さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
好
」
と
評
価
す
る
。

岡
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
競
技
会
へ
の
参
加

な
ど
を
通
し
て
品
質
向
上
へ
の
意
欲
が
強
ま

り
、
品
質
も
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
。
一
方
で
品
質
や
味
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

も
課
題
の
一
つ
だ
。
岡
田
さ
ん
は
「
生
産
性

向
上
の
た
め
に
病
害
虫
対
策
や
堆
肥
に
つ
い

て
の
情
報
を
提
供
し
、
品
質
向
上
の
た
め
に

は
完
熟
し
た
実
の
み
収
穫
す
る
よ
う
指
導
。

ま
た
、
精
製
後
の
水
分
量
な
ど
、
精
製
に
関

す
る
技
術
情
報
も
提
供
す
る
な
ど
、
生
産
か

ら
焙
煎
ま
で
一
貫
し
た
質
の
向
上
の
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
」
と
話
す
。
ま
た
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
地
元
農
協

に
対
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
策
定
を
指
導
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ラ
ゥ

イ
ワ
ン
・
ブ
ン
チ
ャ
イ
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で

は
ど
ん
な
品
質
の
豆
で
も
同
じ
価
格
で
買
わ

れ
て
い
た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
り
、
品
質
の
よ
い
豆
は
他
よ
り
も
少

し
高
く
売
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
。
倉
持
さ
ん
の
高
い
評
価
を
得

た
農
家
の
豆
を
、
単
独
で
売
り
出
す
試
み
も

始
ま
っ
た
」
と
話
す
。

タ
イ
で
は
日
本
と
同
様
に
、
地
方
の
過
疎

化
、
高
齢
化
の
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ

る
。
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
郡
で
も
若
い
世
代
は
バ

ン
コ
ク
や
チ
ェ
ン
マ
イ
に
働
き
に
出
て
、
後

継
者
の
い
な
い
農
家
も
多
い
。

　
し
か
し
、
「
コ
ー
ヒ
ー
は
他
の
農
産
物
と

違
っ
て
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
若

者
を
引
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
」
と
ラ
ゥ
イ

ワ
ン
さ
ん
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広

が
っ
た
後
は
、
都
市
部
へ
出
て
い
た
２０
～
４０

歳
代
の
若
い
世
代
が
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
た

め
に
村
へ
戻
っ
て
く
る
動
き
が
出
て
い
る
と

い
う
。

　
村
で
は
、
自
家
栽
培
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
で

い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
、
地
元
農
家

ト
レ
ン
デ
ィ
ー
な
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

村
へ
若
者
引
き
戻
す
効
果
も

な
ど
に
よ
る
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
の
開
店
も

相
次
い
で
い
る
。

一
粒
は
小
さ
な
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
、
タ
イ
の

山
村
の
風
景
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。

栽
培
や
加
工
技
術
の
講
習
を
受
け
る
た
め
に
集

ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
農
家

＝
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
農
協
提
供

郡
の
名
前
を
商
品
名
に
取
り
入
れ
て
販
売
さ
れ

て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
＝
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
農
協
提
供

ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
農
協
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ

＝
同
農
協
提
供
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全
国
に
４
７
４
店
舗
を
展
開
す
る
「
カ
ル

デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
。
「
地
球
に
い

い
こ
と
し
て
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
各

国
の
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
食
品
を
中
心
に

輸
入
販
売
し
、
味
だ
け
で
は
な
く
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
社
会
問
題
に
敏

感
な
消
費
者
の
人
気
を
集
め
る
カ
ル
デ
ィ

は
、
２
０
０
９
年
か
ら
北
部
チ
ェ
ン
ラ
イ
県

ド
イ
ト
ゥ
ン
地
区
で
生
産
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー

豆
を
季
節
限
定
で
販
売
し
て
い
る
。

カ
ル
デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
運
営
す

る
「
株
式
会
社
キ
ャ
メ
ル
珈
琲
」
（
東
京
都

世
田
谷
区
、
尾
田
信
夫
社
長
）
の
安
黒
仁
昭

コ
ー
ヒ
ー
事
業
本
部
長
は
「
ド
イ
ト
ン
コ
ー

ヒ
ー
は
我
々
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い

コ
ー
ヒ
ー
」
と
語
る
。
「
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の

広
大
な
コ
ー
ヒ
ー
農
園
に
比
べ
れ
ば
、
規
模

は
そ
う
大
き
く
は
な
い
が
丁
寧
に
コ
ー
ヒ
ー

を
栽
培
し
て
い
る
。
我
々
が
で
き
る
（
生
産

生
産
地
と
心
通
わ
せ
取
引
実
現

全
国
展
開
の
店
舗
網
で
販
売
し
応
援

タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

カ
ル
デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム

店頭のケースで常時３０種類のコーヒー豆を販売するカルデイコーヒーファーム。

タイの「ドイトンコーヒー」は毎年、季節限定で販売されている＝キャメル珈琲提供

者
へ
の
）
応
援
は
、
我
々
の
店
舗
で
販
売
し

て
い
く
こ
と
で
す
」

キ
ャ
メ
ル
珈
琲
は
２
０
０
５
年
に
タ
イ
に

現
地
法
人
を
設
立
。
当
初
は
コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル

ク
や
調
味
料
な
ど
タ
イ
食
材
の
輸
入
と
タ
イ

へ
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
出
が
目
的
だ
っ
た

が
、
同
年
１１
月
に
尾
田
社
長
が
ド
イ
ト
ゥ
ン

地
区
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
タ
イ
産
コ
ー
ヒ
ー

の
輸
入
販
売
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
現
地
法
人
立
ち
上
げ
に
伴
い
バ
ン
コ
ク
に

赴
任
し
て
い
た
安
黒
さ
ん
は
、
何
回
か
現
地

に
通
う
う
ち
に
コ
ー
ヒ
ー
を
栽
培
加
工
す
る

農
家
の
姿
に
心
を
ひ
か
れ
た
。

　
「
ケ
シ
栽
培
か
ら
転
換
し
て
コ
ー
ヒ
ー
に

取
り
組
む
農
家
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か

も
飲
ん
で
み
る
と
お
い
し
か
っ
た
」
。
一
方

で
、
ド
イ
ト
ゥ
ン
地
区
に
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を

導
入
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表

者
も
、
「
生
産
者
の
思
い
と
と
も
に
、
お
い

カ
ル
デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
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タ
イ
産
コ
ー
ヒ
ー
を
扱
う
「
意
味
」

消
費
者
が
関
心
持
つ
き
っ
か
け
に

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
多
く
の
人
に
届
け
た
い
」

と
い
う
カ
ル
デ
ィ
の
姿
勢
に
理
解
を
示
し

た
。
「
一
方
的
に
お
願
い
し
て
取
り
引
き
が

実
現
し
た
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
気
持
ち

が
通
じ
て
扱
い
が
始
ま
っ
た
」
と
安
黒
さ

ん
。カ

ル
デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
常
時
、

店
頭
で
３０
種
類
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
販
売
し
て

い
る
。
３０
種
は
季
節
に
合
わ
せ
て
入
れ
替
え

る
が
、
「
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
」
は
消
費
者

の
人
気
も
定
着
。
現
地
の
良
質
な
コ
ー
ヒ
ー

の
生
産
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
最

初
の
こ
ろ
に
比
べ
る
と
取
扱
量
は
３
倍
に
増

え
た
。

　
同
社
で
は
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
「
ロ
ー

ス
ト
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
香
ば
し
さ
と
、
ほ
ん

の
り
ス
パ
イ
シ
ー
な
テ
イ
ス
ト
が
特
徴
」
と

位
置
付
け
て
い
る
。
毎
年
１０
月
に
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
割
引
で
販
売
さ
れ
る
が
、
コ
ー

ヒ
ー
が
好
き
で
１
９
９
４
年
に
入
社
以
来
、

コ
ー
ヒ
ー
一
筋
に
歩
ん
で
き
た
安
黒
さ
ん
は

「
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
特
徴
を
活
か
す
た

め
、
少
し
深
煎
り
に
し
て
い
る
。
秋
の
シ
ー

ズ
ン
に
、
栗
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ケ
ー
キ
、
あ

る
い
は
餡
子
な
ど
と
と
て
も
よ
く
合
う
。
そ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
」
と
話
す
。

安
黒
さ
ん
の
所
属
す
る
コ
ー
ヒ
ー
事
業
本

部
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
特
徴
な
ど

の
ほ
か
、
ケ
シ
栽
培
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し

て
始
ま
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

味
合
い
や
、
地
区
の
農
民
の
暮
ら
し
が
コ
ー

ヒ
ー
で
ど
う
変
化
し
た
か
な
ど
を
説
明
し
た

社
内
向
け
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
。
店
舗
ス
タ
ッ

フ
に
「
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
カ
ル
デ
ィ
で

扱
う
意
味
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め

て
き
た
。

社
内
で
は
コ
ー
ヒ
ー
の
背
景
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
の
関
連
な
ど
を
知
っ
て
お
く
必
要
は
あ
る

が
、
消
費
者
に
対
し
て
そ
れ
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
は
し
て
い
な
い
、
と
安
黒
さ
ん
。

「
私
た
ち
が
お
客
様
に
価
値
観
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
買
っ
て
頂
い
た
お
客
様
が

『
お
い
し
か
っ
た
』
と
気
に
入
っ
て
、
そ
の

背
景
を
調
べ
る
よ
う
な
、
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
広
報

部
の
高
橋
早
智
子
さ
ん
は
話
す
。

今
年
は
ド
イ
ト
ン
コ
ー
ヒ
ー
は
９
月
上
旬

に
入
荷
予
定
。
挽
き
売
り
は
２
０
０
グ
ラ
ム

９
６
１
円
で
全
国
の
カ
ル
デ
ィ
コ
ー
ヒ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
販
売
さ
れ
る
。
ま
た
個
包
装
タ

イ
プ
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
も
９
月

中
旬
か
ら
１
個
１
２
０
円
で
販
売
。
コ
ー

ヒ
ー
の
日
で
あ
る
１０
月
１
日
か
ら
は
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
が
始
ま
り
、
期
間
中
は
割
引
価

格
で
購
入
で
き
る
。

タイの山岳少数民族がデザインされた

　　ドイトンコーヒーのパッケージ＝キャメル珈琲提供

「地球にいいことしてる？」をテーマに、世界中から輸入され

た食品が並ぶカルディコーヒーファーム＝キャメル珈琲提供
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タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

カ
フ
ェ
・
ア
メ
ィ
ゾ
ン

タ
イ
の
巨
大
カ
フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
を
日
本
で

震
災
復
興
願
い
福
島
県
浜
通
り
に
開
店

タ
イ
全
土
に
２
３
０
０
店
舗
以
上
を
展
開

す
る
巨
大
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
チ
ェ
ー
ン

「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
　
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
」
。
そ
の
日

本
店
が
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
福
島
県
の
浜
通
り
に
あ
る
。
運
営
し
て

い
る
の
は
大
阪
市
旭
区
に
本
社
を
置
く
、
環

境
に
優
し
い
も
の
づ
く
り
企
業
「
コ
ド
モ
エ

ナ
ジ
ー
」
の
関
連
会
社
「
コ
ド
モ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
社
だ
。
コ
ド
モ
エ
ナ
ジ
ー
の

岩
本
泰
典
社
長
が
「
震
災
復
興
の
支
援
に
な

れ
ば
」
と
自
社
の
工
場
を
開
設
し
た
福
島
県

川
内
村
に
、
カ
フ
ェ
・
ア
メ
ィ
ゾ
ン
の
日
本

１
号
店
を
開
店
し
た
。

タ
イ
の
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
　
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
」

は
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
事
業
を
営
む
同
国
最

大
規
模
の
企
業
「
タ
イ
石
油
公
社
」
（
Ｐ
Ｔ

Ｔ
）
が
運
営
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｔ
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
へ
の
併
設
を
中
心
に
店
舗
を
拡

大
し
、
赤
い
オ
ウ
ム
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
全
国
至
る
所
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
岩
本
社
長
と
タ
イ
と
の
関
わ
り
は

１
９
９
０
年
代
、
日
本
青
年
会
議
所
を
通
し

て
タ
イ
で
障
害
者
や
エ
イ
ズ
孤
児
の
自
立
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
加
わ
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。

　
た
ま
た
ま
通
訳
と
し
て
働
い
て
く
れ
た
男

カ
フ
ェ・
ア
メ
ィ
ゾ
ン

福島県川内村に開店したカフェ・アメィゾンの日本１号店

＝コドモインターナショナル社提供

赤いオウムが目印のＣａｆｅ　Ａｍａｚ

ｏｎのトレードマーク＝コドモインター

ナショナル社のホームページから
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福
島
と
タ
イ
を
結
ぶ
コ
ー
ヒ
ー

ブ
ラ
ン
ド
を
大
切
に
育
て
た
い

性
が
地
方
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
会
社
で
働
い
て

お
り
、
男
性
を
通
じ
て
Ｐ
Ｔ
Ｔ
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ｔ
本
社
の
副
社
長
へ
と
つ
な

が
り
、
岩
本
さ
ん
は
同
社
や
タ
イ
国
鉄
な
ど

の
幹
部
に
人
脈
を
広
げ
た
。

岩
本
さ
ん
が
経
営
す
る
「
コ
ド
モ
エ
ナ

ジ
ー
」
は
、
有
田
焼
の
袖
薬
を
塗
る
技
術
を

応
用
し
て
蓄
光
顔
料
を
陶
磁
器
タ
イ
ル
に
厚

く
焼
き
付
け
、
明
る
さ
を
長
時
間
保
つ
蓄
光

タ
イ
ル
「
ル
ナ
ウ
ェ
ア
」
を
開
発
。
２
０
１

２
年
に
「
第
４
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
内

閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
東
日
本
大

震
災
の
直
後
で
、
電
気
を
使
わ
ず
に
発
光
す

る
環
境
に
優
し
い
タ
イ
ル
を
被
災
地
で
製
造

し
復
興
に
役
立
て
た
い
と
、
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
か
ら
２０
キ
ロ
ほ
ど
で
一
時
は
全
村

避
難
と
な
り
な
が
ら
、
い
ち
早
く
「
帰
村
宣

言
」
を
行
っ
た
川
内
村
に
工
場
の
開
設
を
決

断
し
た
。

岩
本
さ
ん
は
川
内
村
に
工
場
を
開
い
て
雇

用
を
創
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
交
流

拠
点
と
な
る
よ
う
に
と
古
民
家
を
改
造
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
も
オ
ー
プ
ン
。
「
福
島

の
現
状
を
見
た
い
」
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ｔ
幹
部
ら

を
村
に
招
待
し
て
地
元
の
手
料
理
で
も
て
な

し
た
。
交
流
を
重
ね
る
う
ち
に
、
Ｐ
Ｔ
Ｔ
側

か
ら
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
を
日
本

で
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
。

日
本
で
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
得
て
、

タ
イ
か
ら
直
輸
入
し
た
豆
だ
け
を
使
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
る
「
カ
フ
ェ
・
ア
メ
ィ
ゾ

ン
」
日
本
１
号
店
を
村
に
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら

に
福
島
県
楢
葉
町
に
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に

も
店
舗
を
開
設
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ｔ
側
に
は
「
東
京
や
大
阪
に
も
店
を

出
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
声
も
あ
る
。
「
商

売
ベ
ー
ス
で
考
え
れ
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
タ
イ
の
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
　
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の

イ
メ
ー
ジ
で
全
国
展
開
し
た
ら
日
本
で
は
大

手
カ
フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
と
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
に
な
る
。
タ
イ
産
の
豆
は
日
本
で
専

門
家
の
カ
ッ
ピ
ン
グ
を
受
け
て
も
非
常
に
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
く
、
福
島
の
復
興
に
も
寄

与
し
な
が
ら
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
と
は
違
う
日

本
の
カ
フ
ェ
・
ア
メ
ィ
ゾ
ン
を
育
て
て
い
き

た
い
」
と
岩
本
さ
ん
。

２
０
１
８
年
に
タ
イ
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
少
年
た
ち
が
洞
窟
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
事

件
は
、
北
部
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
コ
ー
ヒ
ー
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
山
間
部
の
、
ま
さ
に
そ
の

エ
リ
ア
で
起
き
た
。
岩
本
さ
ん
は
救
助
活
動

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
暗
闇
で
発
光
す

る
自
社
の
ル
ナ
ウ
ェ
ア
を
現
場
に
届
け
た
。

救
出
さ
れ
た
後
、
岩
本
さ
ん
は
少
年
た
ち
を

日
本
に
招
待
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
関
連
施
設
見

学
や
桜
の
花
の
下
で
の
花
見
を
経
験
し
て
も

ら
っ
た
。

「
Ｐ
Ｔ
Ｔ
は
タ
イ
を
中
心
に
オ
マ
ー
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

に
も
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
を
展
開
し

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
店
か
ら
桜
の
花
や

雪
を
見
る
こ
と
を
で
き
る
の
は
日
本
店
だ

け
」
。
岩
本
さ
ん
は
そ
う
胸
を
張
る
。

２
０
１
７
年
７
月
、
川
内
村
視
察
の
際
に
カ
フ
ェ

・
ア
メ
ィ
ゾ
ン
に
立
ち
寄
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
岩
本
社
長
（
右
）
と
懇
談
す
る
安
倍
晋
三

首
相
（
当
時
）
　
＝
毎
日
新
聞
社
（
代
表
撮
影
）

電気を使わずに発光する「ルナウェア」

＝毎日新聞社撮影
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タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｌ
株
式
会
社

新
た
な
コ
ー
ヒ
ー
豆
飲
料
「
オ
ー
カ
ー
」

タ
イ
の
産
地
と
の
関
わ
り
き
っ
か
け
に
開
発

Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｌ

黄
土
色
を
意
味
す
る
「
オ
ー
カ
ー
」
と
名

付
け
ら
れ
た
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
原
料
と
し
た

新
た
な
コ
ー
ヒ
ー
豆
飲
料
。
「
豆
を
低
温
で

焙
煎
し
、
焦
が
さ
ず
苦
み
を
押
さ
え
た
。
お

茶
に
紅
茶
や
緑
茶
が
あ
る
よ
う
に
、
同
じ

コ
ー
ヒ
ー
豆
が
原
料
で
も
製
造
方
法
を
変
え

て
誕
生
し
た
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
飲
料
で

す
」
。
オ
ー
カ
ー
を
開
発
し
販
売
し
て
い
る

「
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｌ
株
式
会
社
」
（
名
古
屋

市
）
の
加
藤
拓
磨
社
長
は
話
す
。

加
藤
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
身
の
姉
が
北
部

チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
少
数
民
族
ア
カ
族
の
男
性

と
結
婚
し
た
こ
と
だ
。

ド
イ
チ
ャ
ン
地
区
は
１
９
６
９
年
に
ロ
イ

ヤ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

が
始
ま
っ
た
タ
イ
北
部
の
ア
ラ
ビ
カ
種
の
産

地
。
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
経

営
が
安
定
し
、
地
区
名
を
会
社
名
と
し
た

「
ド
イ
チ
ャ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
」
社
が
誕
生
。

世
界
的
な
コ
ー
ヒ
ー
の
評
価
機
関
で
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
タ
イ
の
飲
料
大
手
シ
ン
ハ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
子
会
社
と
提
携
し
て
販

路
を
拡
大
し
、
タ
イ
で
は
最
も
品
質
の
高
い

ア
ラ
ビ
カ
種
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と

し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

姉
夫
婦
は
日
本
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
加

藤
さ
ん
は
２
０
１
２
年
、
新
し
い
親
族
と

会
っ
て
み
よ
う
と
単
身
、
タ
イ
を
訪
れ
た
。

親
戚
の
一
家
は
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
携
わ
り
、

加
藤
さ
ん
は
初
め
て
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
原
料
で

あ
る
赤
い
果
実
に
出
会
っ
た
。

焙煎時に焦がさないため、黄土色になる「オーカー」

＝Ｓｉｇｎａｌ提供

ハーブやお茶とのブレンドで、様

々なバリエーションを楽しむこと

もできる　＝Ｓｉｇｎａｌ提供
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コ
ー
ヒ
ー
豆
の
可
能
性
広
げ
た
い

日
本
か
ら
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
目
指
す

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
魅
せ
ら
れ
毎
年
ド
イ

チ
ャ
ン
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
加
藤
さ
ん

は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
幅
広
い
可
能
性
を
追
究

し
よ
う
と
考
え
始
め
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
栽
培
、
収
穫
は
手
作
業

で
大
変
。
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
活

用
法
を
広
げ
た
い
と
思
っ
た
」
と
加
藤
さ

ん
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
焙
煎
の
際
に
焦
が
す
こ

と
で
健
康
成
分
が
失
わ
れ
、
苦
み
も
出
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
苦
み
が
苦
手
な
人
で
も
お
茶
の

よ
う
に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
、
健
康
成
分
を

残
し
た
焦
が
さ
な
い
コ
ー
ヒ
ー
は
で
き
な
い

か
と
思
い
付
い
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
焙
煎
方
法
な
ど
の
研
究

を
重
ね
、
新
た
な
飲
料
「
オ
ー
カ
ー
」
に
た

ど
り
つ
い
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
は
嗜
好
品
だ
が
、
オ
ー
カ
ー

は
健
康
志
向
品
」
と
加
藤
さ
ん
。
ハ
ー
ブ
な

ど
と
合
わ
せ
て
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
詰
め
た
飲

用
の
商
品
の
ほ
か
、
様
々
な
料
理
に
活
用
で

き
る
オ
ー
カ
ー
の
濃
縮
パ
ウ
ダ
ー
、
ほ
う
じ

茶
や
だ
し
な
ど
他
の
メ
ー
カ
ー
の
和
食
の
製

品
に
オ
ー
カ
ー
を
配
合
し
た
コ
ラ
ボ
商
品
な

ど
が
誕
生
し
、
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｌ
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
２
０
２
０
年
１２
月
に
は
、
名
古
屋
市
千
種

区
に
「
ラ
ボ
・
シ
グ
ナ
ル
」
を
開
設
。
予
約

制
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
研
究
施
設
見
学
や
試
飲

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
さ
ら
に
「
ド
イ
チ
ャ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
」
社

の
日
本
で
の
販
売
権
も
獲
得
。
今
後
、
日
本

の
他
の
企
業
と
提
携
し
て
コ
ー
ヒ
豆
を
国
内

で
販
売
す
る
計
画
も
立
て
て
い
る
。

　
加
藤
さ
ん
の
親
族
で
あ
る
ア
カ
族
の
ア
リ

ヤ
・
ラ
ッ
タ
ナ
ウ
ィ
チ
ャ
イ
ク
ン
さ
ん
は
、

少
数
民
族
の
村
の
自
立
や
文
化
の
継
承
を
め

ざ
し
、
身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
た
ち
を
高
校

卒
業
ま
で
世
話
を
す
る
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
毎
年
、
現
地
を
訪
れ
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
重
ね
て
き
た
加
藤
さ
ん
は
「
輝
い
た
瞳

で
夢
を
語
る
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
は
、
日
本

で
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
私
の
心
に

突
き
刺
さ
っ
た
。
私
も
『
オ
ー
カ
ー
を
世
界

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
す
る
』
と
い
う
夢
を
か

な
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

親戚が運営するＮＧＯが支援する子どもたちと、コーヒーの実を収穫する加藤さん

＝Ｓｉｇｎａｌ提供
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タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

や
な
か
珈
琲

コ
ー
ヒ
ー
好
き
集
う
店
で
売
れ
筋
キ
ー
プ

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
さ
際
立
つ

　
東
京
都
内
を
中
心
に
３４
店
舗
を
展
開
す
る

「
や
な
か
珈
琲
」
は
、
注
文
を
受
け
て
か
ら

店
内
で
豆
を
焙
煎
す
る
、
コ
ア
な
コ
ー
ヒ
ー

好
き
が
集
ま
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門
店
だ
。
常

に
香
ば
し
い
香
り
が
漂
う
同
店
で
、
北
部

チ
ェ
ン
ラ
イ
県
ド
イ
チ
ャ
ン
産
の
「
リ
ー

ス
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ヒ
ー
」
は
、
取
り

扱
っ
て
い
る
豆
の
上
位
３
分
の
１
に
入
る

「
売
れ
筋
」
。
権
藤
則
彦
社
長
は
「
実
力
あ

る
豆
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
権
藤
さ
ん
は
１０
年
ほ
ど
前
、
知
り
合
い
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
輸
入
業
者
に
勧
め
ら
れ
て
、
北

部
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
ド
イ
チ
ャ
ン
産
の
コ
ー

ヒ
ー
を
初
め
て
飲
ん
だ
時
の
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
「
ク
リ
ー
ン
で
雑
味
が
な
く
、
ボ

デ
ィ
に
厚
み
が
あ
る
。
飲
ん
だ
後
に
個
性
が

残
る
。
タ
イ
の
ア
ラ
ビ
カ
種
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
飲
む
ま
で
は
こ
ん
な
に
よ
い

品
質
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
。
豆
は
、
ア
ラ

ビ
カ
種
の
中
で
も
特
に
風
味
が
よ
い
と
さ
れ

る
ブ
ル
ボ
ン
種
と
い
う
品
種
。
「
ア
ラ
ビ
カ

は
原
種
に
近
い
も
の
ほ
ど
風
味
が
よ
い
が
、

ブ
ル
ボ
ン
種
は
原
種
に
近
い
古
い
品
種
。
そ

も
そ
も
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ビ
カ
種
は
（
風
味
は

劣
る
が
栽
培
が
容
易
な
）
ロ
ブ
ス
タ
種
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
が
多
く
、
タ
イ
で
ブ
ル
ボ
ン

種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
き
だ
っ

た
」

　
こ
れ
な
ら
い
け
る
と
、
す
ぐ
に
取
り
扱
い

を
開
始
し
た
。
「
特
に
宣
伝
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
う
ち
の
お
客
さ
ん
の
大
部

分
は
リ
ピ
ー
タ
ー
。
新
商
品
が
入
っ
て
く
る

と
一
度
は
試
し
て
、
味
と
値
段
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
け
れ
ば
ず
っ
と
買
い
続
け
て
く
れ

る
」
。

　
店
で
の
販
売
価
格
は
１
０
０
グ
ラ
ム
７
８

や
な
か
珈
琲

「これがタイ産の『リースープレミアムセレクト』。コストパフォーマンス

に優れた実力のある豆」と話すやなかコーヒーの権藤則彦社長

＝西尾英之撮影



17
毎日アジアビジネスレポート　特集・タイのコーヒーを知る

０
円
。
扱
う
豆
は
１
０
０
グ
ラ
ム
６
９
０
円

か
ら
８
２
０
円
、
高
い
も
の
で
は
ド
ミ
ニ
カ

産
の
同
９
８
０
円
と
い
う
商
品
も
あ
る
中

で
、
リ
ー
ス
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
レ
ク
ト
は
味

覚
の
グ
レ
ー
ド
を
考
え
れ
ば
割
安
だ
と
い

う
。
長
年
コ
ー
ヒ
ー
業
界
に
関
わ
り
各
国
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
事
情
に
詳
し
い
権
藤
さ
ん

は
、
「
栽
培
の
歴
史
の
浅
い
ア
ジ
ア
圏
の

コ
ー
ヒ
ー
は
、
他
に
比
べ
て
全
般
的
に
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
い
」
と
い
う
。
主

要
産
地
の
中
南
米
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
が

古
く
生
産
者
も
価
格
を
釣
り
上
げ
る
傾
向
が

強
い
。
ア
ジ
ア
は
主
要
消
費
地
の
欧
米
か
ら

遠
い
こ
と
も
あ
っ
て
価
格
は
安
め
で
、
「
生

産
者
の
段
階
で
も
う
少
し
高
い
価
格
で
売
っ

て
も
よ
い
く
ら
い
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

て
い
ね
い
な
栽
培
と
加
工

リ
ピ
ー
タ
ー
に
愛
さ
れ
る
品
質

コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
本
来
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

木
陰
で
生
育
す
る
。
大
規
模
な
農
園
よ
り
も

タ
イ
北
部
の
よ
う
な
比
較
的
規
模
の
小
さ
い

生
産
地
の
方
が
本
来
の
生
育
状
況
に
近
い
。

大
規
模
に
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
う
こ
と
が

難
し
く
鶏
糞
な
ど
の
有
機
肥
料
が
中
心
に
な

る
た
め
、
お
の
ず
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
な

る
。品

質
を
左
右
す
る
の
が
収
穫
の
方
法
だ
。

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
大
規
模
農
園
の
場
合
は
機

械
収
穫
だ
が
、
小
規
模
な
畑
で
は
一
粒
ず

つ
、
人
が
手
で
収
穫
す
る
こ
と
に
な
る
。
収

穫
後
、
チ
ェ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
赤
い
実
の
ま

ま
放
置
す
る
と
味
が
劣
化
す
る
。
チ
ェ
リ
ー

を
水
洗
い
す
る
「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ド
」
な
ど
の

方
法
で
素
早
く
生
豆
の
状
態
に
加
工
す
る
必

要
が
あ
る
。

「
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
生
育
環
境
と
、
ど
れ

ほ
ど
手
間
を
か
け
て
栽
培
、
加
工
し
て
い
る

か
で
決
ま
る
。
生
産
者
が
て
い
ね
い
に
栽
培

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
飲
ん
で
み
れ
ば
わ
か

り
ま
す
」
と
権
藤
さ
ん
。
「
ド
イ
チ
ャ
ン
産

は
そ
れ
が
と
て
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
十

分
に
通
用
す
る
品
質
の
コ
ー
ヒ
ー
で
す
」

店内で注文を受け豆を焙煎するやなかコーヒー。東京都内を中心に３４店舗を展開する

＝同社ホームページから
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東
京
・
神
楽
坂
の
住
宅
街
に
オ
ー
プ
ン
し

た
１
軒
の
カ
フ
ェ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
席
も
含
め
も
十
数
人
で
満
席
と

な
る
古
民
家
風
の
狭
い
店
は
、
い
ま
タ
イ
で

人
気
を
集
め
る
タ
イ
産
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
店

「
ア
カ
ア
マ
・
コ
ー
ヒ
ー
」
の
日
本
１
号
店

だ
。

　
店
を
開
い
た
の
は
山
下
夏
沙
さ
ん
と
市
川

純
平
さ
ん
夫
妻
。
世
界
を
歩
く
旅
を
続
け
て

い
た
２
人
は
今
か
ら
１０
年
ほ
ど
前
、
旅
行
で

訪
れ
た
チ
ェ
ン
マ
イ
で
た
ま
た
ま
「
ア
カ
ア

マ
・
コ
ー
ヒ
ー
」
の
地
元
１
号
店
を
訪
れ
、

オ
ー
ナ
ー
の
リ
ー
・
ア
ユ
・
チ
ュ
パ
ー
さ
ん

と
出
会
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
味
に
感
動
し
た

２
人
は
、
リ
ー
さ
ん
の
出
身
地
の
村
を
訪
れ

る
な
ど
し
て
コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
人
々
と
の
交

流
を
深
め
、
意
気
投
合
し
た
リ
ー
さ
ん
の

「
日
本
で
も
ア
カ
ア
マ
・
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
熱
意
に
も
動
か
さ

れ
２
０
２
０
年
７
月
、
東
京
で
店
を
開
店
し

た
。

　
「
ア
カ
ア
マ
」
の
ア
カ
は
「
ア
カ
族
」
、

ア
マ
は
「
お
母
さ
ん
」
の
意
味
だ
。
リ
ー
さ

ん
の
出
身
地
で
あ
る
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
メ
ー

ジ
ャ
ン
タ
イ
村
は
、
人
口
３
０
０
人
あ
ま
り

の
少
数
山
岳
民
族
ア
カ
族
の
村
。
貧
し
か
っ

た
村
で
、
リ
ー
さ
ん
の
母
親
は
子
ど
も
た
ち

を
学
校
に
通
わ
せ
る
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

を
始
め
た
。

リ
ー
さ
ん
は
村
か
ら
離
れ
た
寺
に
寄
宿
し

　東京・神楽坂の狭い路地にある「アカアマ・コーヒー」の日本１号店

＝山下さん提供

ア
カ
ア
マ・
コ
ー
ヒ
ー
山
下
夏
沙
さ
ん

「
ア
カ
族
の
お
母
さ
ん
」の
コ
ー
ヒ
ー

思
い
引
き
継
ぎ
東
京
に
出
店

タ
イ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
知
る

ア
カ
ア
マ・
コ
ー
ヒ
ー

「
味
に
感
動
」
か
ら
始
ま
っ
た

リ
ー
さ
ん
と
の
出
会
い
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て
学
校
に
通
い
大
学
ま
で
進
学
し
て
、
村
出

身
者
と
し
て
初
め
て
の
大
学
卒
業
者
と
な
っ

た
。
卒
業
後
は
少
数
民
族
の
子
ど
も
を
支
援

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
た
後
、
米
国
に
渡
り

森
の
循
環
守
り
な
が
ら
栽
培

社
会
起
業
家
と
し
て
有
名
な
存
在
に

収穫したコーヒーの実を確かめるリーさん（右）と母ミラーさん。

ミラーさんが着ているのはアカ族の民族衣装だ

＝山下さん提供

コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
学

び
、
２
０
１
０
年
、
チ
ェ
ン
マ
イ
に
自
身
の

カ
フ
ェ
「
ア
カ
ア
マ
・
コ
ー
ヒ
ー
」
の
１
号

店
を
開
店
し
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う
な
国
際
商
品
と
は
何

か
？

そ
れ
を
長
続
き
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
？

村
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
は
す
で
に
あ
る

程
度
成
長
し
て
い
た
が
、
問
題
は
そ
こ
か
ら

十
分
な
利
益
を
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
っ
て

も
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
精
通
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
」
。
リ
ー
さ
ん
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

起
業
に
至
っ
た
思
い
を
そ
う
語
っ
て
い
る
。

村
の
コ
ー
ヒ
ー
畑
は
、
桃
や
柿
、
ハ
ー
ブ

な
ど
コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
す
き
間
に
様
々
な
も

の
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
に

頼
ら
な
い
農
業
で
村
の
暮
ら
し
を
守
り
た
い

と
の
考
え
方
で
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
効
率
は

決
し
て
よ
く
な
い
。
無
農
薬
で
収
穫
は
手
摘

み
の
み
。
森
の
循
環
を
守
り
な
が
ら
の
栽
培

だ
。ア

カ
ア
マ
・
コ
ー
ヒ
ー
は
評
判
を
呼
び
、

チ
ェ
ン
マ
イ
に
２
号
店
、
３
号
店
が
広
が
っ

た
。
リ
ー
さ
ん
の
兄
弟
や
村
の
若
手
も
次
々

に
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
参
加
し
、
生
産
量
も
増

加
。
リ
ー
さ
ん
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
コ
ー

ヒ
ー
生
産
で
山
の
暮
ら
し
を
改
善
す
る
社
会

起
業
家
と
し
て
注
目
を
集
め
、
外
国
メ
デ
ィ

ア
で
も
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
最
近
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
村
へ
行
く

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、
２
年
前
に
訪
れ

た
際
に
は
、
最
初
の
こ
ろ
は
未
舗
装
の
崖
の

道
だ
っ
た
村
へ
通
じ
る
道
路
が
舗
装
さ
れ
た

り
、
家
の
ト
イ
レ
が
水
洗
に
な
っ
た
り
」
。

山
下
さ
ん
は
、
コ
ー
ヒ
ー
が
も
た
ら
し
た
村

の
変
化
を
そ
う
語
る
。

村
に
は
依
然
、
学
校
が
な
く
子
ど
も
た
ち

は
寄
宿
し
て
の
通
学
を
強
い
ら
れ
る
。
リ
ー

さ
ん
は
チ
ェ
ン
マ
イ
郊
外
に
開
店
し
た
３
号

店
に
、
子
ど
も
た
ち
の
寄
宿
施
設
を
併
設

し
、
村
の
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

勉
強
を
助
け
て
い
る
。
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村
の
思
い
詰
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー

日
本
の
お
客
さ
ん
に
伝
え
た
い

ア
カ
ア
マ
・
コ
ー
ヒ
ー
は
、
特
に
浅
煎
り

で
い
れ
る
と
柑
橘
系
の
香
り
が
た
だ
よ
う
。

「
コ
ー
ヒ
ー
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
素

晴
ら
し
い
し
、
何
よ
り
も
お
い
し
い
」
。
最

初
に
チ
ェ
ン
マ
イ
の
カ
フ
ェ
で
客
と
し
て
感

動
し
、
１０
年
近
く
を
経
て
東
京
に
店
を
開
く

に
至
っ
た
山
下
さ
ん
は
話
す
。

日
本
で
は
タ
イ
産
コ
ー
ヒ
ー
の
知
名
度
は

高
く
な
く
、
タ
イ
の
山
岳
少
数
民
族
に
つ
い

て
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
山
下
さ
ん
は
開
店

に
あ
た
っ
て
、
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
う

た
め
に
ケ
ー
キ
な
ど
コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
メ

ニ
ュ
ー
に
も
力
を
入
れ
た
。

「
あ
の
店
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
お
い

し
い
」
。
若
い
女
性
の
間
で
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
口
込
み
が
広
が

り
、
狭
い
カ
フ
ェ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
つ
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

山
下
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

リ
ー
さ
ん
や
リ
ー
さ
ん
の
母
親
、
ひ
い
て
は

村
の
人
た
ち
の
思
い
を
来
店
客
に
伝
え
る
こ

と
だ
。
「
店
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
お
客
さ
ん

に
コ
ー
ヒ
ー
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝

え
て
と
お
願
い
し
て
い
る
。
『
コ
ー
ヒ
ー
で

収
入
を
得
て
村
の
家
族
を
豊
か
に
し
た
い
』

と
い
う
リ
ー
さ
ん
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
が
直
接
こ
こ
に
届
い
て
、
１
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
日
本
の

お
客
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
。
山
下
さ
ん

は
話
す
。

村
で
記
念
写
真
に
収
ま
る
市
川
純
平
さ
ん
、
山
下

夏
沙
さ
ん
夫
妻
（
左
の
２
人
）
と
リ
ー
さ
ん
（
右

か
ら
２
人
目
）
、
妻
の
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
（
同
３
人

目
）
、
母
ミ
ラ
ー
さ
ん
（
同
４
人
目
）

＝
山
下
さ
ん
提
供
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